
【解説文】 

本県の情報産業の振興や企業のデジタル化支援、人材育成などに取り組み、本県産業の発展を

支える中核拠点として歩んできたソフトピアジャパンは、今年度開設３０周年を迎えました。 

 

これを記念して、ソフトピアジャパンエリア一体では、１０月２３日、２４日に様々な関連団

体による記念事業が開催されます。そのオープニングイベントとして、「共創がひらくＡＩ時代

の地域未来～ソフトピアジャパン、次の３０年へ～」をテーマに記念講演会を開催しますので、

参加者を募集します。 

 

記念講演会では、記念事業全体の総合開会式を皮切りに、「僕はミドリムシで世界を救うことに

決めました。」と題した基調講演のほか、企業経営者や大学教授の皆様によるパネルディスカッ

ションを実施します。 

パネルディスカッションでは、ＡＩ時代におけるソフトピアや地域産業の可能性、共創による

地域の未来について議論いただきます。 

 

また、この２日間は、関連する企業や団体により、「ソフトピアメッセ企業展」、「ものづくり岐

阜テクノフェア２０２６」、「大垣地域スタートアップデイ２０２６」、「ソフこい祭り」など、

産業振興や交流促進等につながる多彩な事業を実施します。 

 

他にも、ＡＩが社会・企業経営にもたらすインパクトをテーマにした、脳科学者、茂木健一郎

氏による講演や、岐阜県出身で岐阜県警察一日交通部長を務める元プロ野球選手、和田一浩氏

が出演する、暮らしの安全と安心について考えるセミナーも開催されます。 

 

今回の記念事業を契機とし、産学官の連携による新たな交流の輪が広がるとともに、今後もソ

フトピアジャパンに多様な人材やアイデアが集まり、新たな価値を創造する場として発展して

いくことを期待しています。多くの皆様のご来場をお待ちしています。 


